
公益社団法人 日本地すべり学会

第61回研究発表会及び現地見学会(福岡大会)
2022年 9月27日(火)・28日(水)・29日(木)・ 30日(金)

会場：博多国際展示場＆カンファレンスセンター
〒812-0008 福岡市博多区東光2丁目22番15号 TEL 092-441-9781

https://japan.landslide-
soc.org/2022fukuoka.html

後援：国土交通省九州地方整備局、林野庁九州森林管理局、農林水産省九州農政局、福岡県、
福岡市、（一社）建設コンサルタンツ協会九州支部、福岡県治山林道協会、（一社）
福岡県測量設計コンサルタンツ協会、（一社）福岡市設計測量業協会

協賛：（一社）斜面防災対策技術協会九州支部、（一社）九州地質調査業協会、
（一社）福岡県地質調査業協会、九州地区地すべり防止工事士会

主催：公益社団法人 日本地すべり学会

9月27日(火)9:00～19:00
9:00～10:00 受付

10:00～10:40 開会式・表彰式

10:40～12:00 特別講演

濱崎英作：「先進的な数値計算手法に基づく地すべりの

運動過程の再現および発生危険個所評価」

に関する一連の研究

王 文能：2021年度国際賞に関する研究活動

13:00～17:00 研究発表会（口頭）

15:00～17:00 研究発表会（ポスター・新技術紹介）

17:00～19:00 意見交換会

9月28日(水)9:00～20:30
9:00～17:00 研究発表会

（口頭・ポスター・新技術紹介）

16:30～18:30 県民講演会（一般対象・参加費無料）

入佐 友一郎：「古代のハイテクノロジー～水城・大野城

に見る飛鳥時代の土木技術～」

永田 健太郎：「もっと身近な天気の話～災害から身を守

るために～」

18:30～20:30 意見交換会

9月30日(金)

9:00集合～17:00解散予定

現地見学会Aコース：2012年八女災害

「葛平地すべりと十籠地すべり」

参加申込サイトへのアクセス

大会ホームページまたはQRコード

9月29日(木)9:00～16:45
9:00～16:30 研究発表会（口頭・ポスター・新技術紹介）

16:30～16:45 閉会式

現地見学会Bコース：2017年朝倉災害

「宮野急傾斜地と船底谷川源頭部斜面崩壊・地すべり」

現地見学会Cコース：2017年朝倉災害

「小石原川ダム周辺斜面と赤谷川流域の地質と災害形態」

 
船底谷川 

 
アンカー工 

 
宮野地区 

葛平地すべりの対策工全景 十籠地すべりの豪雨直後

船底谷川源流周辺斜面宮野地区の急傾斜地

小石原川ダム貯水池周辺斜面 赤谷川の支流域の崩壊斜面

大会プログラムは建設系CPD協議会の
加盟団体の認定プログラムに申請予定
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